
「第３次三重県スポーツ推進計画（仮称）中間案」パブリックコメントの概要と県の考え方

１　意見募集期間　　　令和４年12月17日（土）～令和５年１月16日（月）

２　意見数　　　　　　26件

３　寄せられたご意見に対する対応状況等

① 2件

② 1件

③ 4件

④ 19件

頁 施策

2
全
般

副題

三重県は、スポーツを通じて「人」「地域」
を結ぶなどと掲げて良い状況下には無い。三
重県はいつも既存団体との癒着に徹し、
「人」「地域」を結ぶことは後回しであっ
た。

④

3
全
般

副題
三重県は、スポーツを「楽しむ」を掲げて良
い状況下になど無い。三重県はスポーツを
「楽しむ」を掲げてはならない。

④

4 1
第１章
計画の策定趣旨

「三重とこわか国体・三重とこわか大会のレ
ガシー」は無い。両大会は中止であったから
だ。「三重とこわか国体・三重とこわか大会
に向けた準備のレガシーを生かした」といっ
た記述に変え、現実と合わせた記述にされた
い。

①

1
第１章
計画の策定趣旨

41
第５章
推進施策３

人口減少・少子高齢化など昨今の状況下で、
一体感の醸成などスポーツの持つ力に期待が
寄せられており、「計画のめざす姿」をこの
ように掲げています。
このため、本計画では、市町や競技団体など
スポーツに関係する団体と連携しながら、ス
ポーツの持つ力を生かし、地域の一体感の醸
成など地域の絆づくりを進めてまいります。

国の「第３期スポーツ基本計画」では「ス
ポーツを『楽しさ』や『喜び』を感じること
に本質を持つもの」と捉えていることから、
本計画においても同様に捉え、「計画のめざ
す姿」の副題に「スポーツを楽しむ三重の
環」と表記しています。

第２章（計画の背景）において、県内スポー
ツの状況として、三重とこわか国体・三重と
こわか大会に向けた準備と取組について、記
述を追加しました。

5

東京五輪で明らかになったのは、見做し公務
員の役員が裏金を受領してはいけないこと
や、ありとあらゆる汚職は決して許されるも
のではないことである。次々と逮捕者が続出
し、裁判中のもの、捜査中のもの、再逮捕に
なろうと予測されるものが山積する中で、
「スポーツの持つ力」を、「勇気と希望を届
けてくれました」のみにとどめても良い状況
下には無い。「選手は勇気と希望を届けるよ
う努めていましたが、一方で上層部の逮捕が
相次ぐなど、スポーツの功罪を改めて考えさ
せられる事態となりました」と文言改善する
のが実情に沿った記述となるだろう。

④

本計画では、東京2020オリンピック・パラリ
ンピック競技大会に関しては、選手の視点で
「勇気と希望を届けてくれた」と記述してお
ります。

1
全
般

全般

課題として、大きく「人口減少・少子高齢化」
とありますが、三重県は特に北部と南部との人
口差が激しく、地域間でも「人口減少・少子高
齢化」の問題のスタンスが違っていますので、
単純に一括りで挙げるのではなく、各推進施策
や課題についても、地域の実情にあった推進施
策で取り組むべきだと考えます。
例えば、共通施策と地域施策のような分け方が
あると、事業であっても地域ニーズに合った事
業が組めると思います。
また、県営施設の有無でも地域ごとにスポーツ
への関わりも違うと思うので、その辺りも考慮
いただけると今以上に良い計画になると思いま
す。

③

本計画は、県におけるスポーツに関する施策
を総合的に取りまとめ、計画的に推進するた
め、基本的な事項を定めるものです。
個々の事業の実施にあたっては、いただいた
ご意見を参考に、地域の実情に応じた取組を
進めてまいります。

反映する：最終案に意見や提案内容を反映させていただくもの

反映済：意見や提案内容が既に中間案に反映されているもの

参考にする：今後の取組に意見や提案内容を参考にさせていただくもの

反映または参考にすることが難しいもの：県の考え方や、施策の取組方向等と異なるもの

NO
該当箇所

意見の概要
対応
区分 ご意見に対する考え方

1 



頁 施策
NO

該当箇所
意見の概要

対応
区分 ご意見に対する考え方

1
第１章
計画の策定趣旨

37

第５章
推進施策２（４）
県民に夢や感動
を与えるトップ
アスリートの育
成・強化支援

45

第５章
推進施策３（２）
安全・快適なス
ポーツ環境の提
供

50

第５章
推進施策３（４）
スポーツを通じ
た共生社会の実
現

7 2

第１章
本計画における
「スポーツ」の定
義

本計画における「スポーツ」の定義が「楽し
さ」や「喜び」につながる身体活動全般と捉
えるなら、悪の「楽しさ」や悪の「喜び」に
つながる身体活動全般も三重県のスポーツと
して定義されるのか。

④

4,5

第２章
１（２）三重とこ
わか国体・三重
とこわか大会の
レガシー

43

第５章
推進施策３（１）
三重とこわか国
体・三重とこわ
か大会のレガ
シー継承・発展

45

第５章
推進施策３（２）
安全・快適なス
ポーツ環境の提
供

50

第５章
推進施策３（４）
スポーツを通じ
た共生社会の実
現

9 5

第２章
１（3）東京2020
オリンピック・パ
ラリンピック競
技大会に向けた
取組

三重県内における聖火リレーは、沿道の観客
の密集状況やマスク着用状況を可視化し、三
重県民間における不信感を招いた。「近隣住
民や地方行政に対する関心、要求、不信が高
まりました」が現実である。

④

本県における東京2020オリンピック聖火リ
レーについては、東京2020大会組織委員会が
定める感染症対策を講じたうえ、県民の皆さ
んをはじめ、関係者の皆さんのご協力によ
り、実施することができました。

国の「第３期スポーツ基本計画」では「ス
ポーツを『楽しさ』や『喜び』を感じること
に本質を持つもの」と捉えていることから、
本計画においても同様に捉え、「計画のめざ
す姿」の副題に「スポーツを楽しむ三重の
環」と表記し、本県のスポーツ推進を図って
いくこととしています。

8

両大会準備の３つのレガシーは遺らなかった
と言わざるを得ない。「スポーツを支える人
づくりとスポーツの機運醸成」については、
レガシーが遺らなかったと言わざるを得な
い。「県民の皆さんに夢や感動を与える競技
力の向上」は、成年男子サッカーを見れば一
目瞭然であるように、定着が望まれはしてい
たが、無惨なまでに流出する状態である。
「県民の皆さんがスポーツを楽しむための施
設整備」は、予算不足を言い訳にして国体基
準をギリギリ満たすためだけに用いられてし
まったために，スタジアムライセンス基準を
度外視した事なかれ主義や、スフィア基準を
鑑みた上での広域避難所運営の観点を抜かし
た事なかれ主義になってしまい、元日本代表
選手を迎え入れるに足りるだけの状況となり
はしなかった。結果として、ブームと大混雑
が伴っただけで、一過性に過ぎなかった。

④

三重とこわか国体・三重とこわか大会につい
ては、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴
い、開催中止となりましたが、開催に向け準
備してきた約10年間の取組は、３つのレガ
シーを遺したと考えています。
令和４年度から、これらのレガシーを活用し
た市町や競技団体等の取組を支援していると
ころです。

6

「第２次三重県スポーツ推進計画」の策定に
当たっては、女性アスリート支援に際して、
LGBTアスリートの差別にならないよう文言改
善をするべきだった。けれども、三重県は、
意見を隠蔽し、そもそもそんな意見は来な
かった体裁をつくり、官製差別を繰り返し
た。参考にはしていると口頭だけで言ってき
たが、文書化も事業化も予算化もしなかっ
た。これまでのLGBTアスリートに関する経緯
を見て、三重県の計画に五輪では「性的指向
などにかかわらず」などと記載されるように
なったところで，「また絵にかいた餅か」、
「三重県の餅文化とは絵にかいた餅のこと
か」と言わざるを得ない状況が既にある。

②

第２次三重県スポーツ推進計画では、LGBTに
関する記述はありませんでしたが、本計画で
は、昨今の情勢を鑑みて、スポーツにおける
性の多様性の理解促進について記述したとこ
ろです。誰もが自分らしくスポーツができる
よう、スポーツ関係者等の皆さんへの周知・
啓発に取り組んでまいります。

2 



頁 施策
NO

該当箇所
意見の概要

対応
区分 ご意見に対する考え方

10 6,7
第２章
２　スポーツを
取り巻く状況

公共スポーツ施設は、激甚大震災時に発災直
後から震災復興まで広域避難所を兼ねている
ため、「スポーツを取り巻く状況」の中に、
「今後の激甚大震災に対する備え」を項目立
てて記載することとされたい。もし記載され
ることがなければ、「強じんな美し国ビジョ
ンみえ」及び「みえ元気プラン」との整合性
が取れない。

④

9
第３章
推進施策１
【第２次推進計画】

23

第５章
推進施策１（２）
これからの学校
スポーツと地域
移行

9
第３章
推進施策１
【第２次推進計画】

21
22

第５章
推進施策１（１）
子どもたちが運
動・スポーツを
楽しむための取
組の拡充

23

第５章
推進施策１（２）
これからの学校
スポーツと地域
移行

33

第５章
推進施策２（１）
未来を拓くジュ
ニアアスリート
の発掘・育成

13 10
第３章
推進施策２
【第２次推進計画】

三重県は、三重県医療保健部が、「18 の市町
において，オリジナル体操の動画発信」が存
在することを把握していたというのに、それ
にもかかわらず、三重県地域連携部が「室内
でもできる効果的な運動やストレッチを紹介
する動画」にわざわざ予算を割き、屋上屋を
つくってしまった。運動習慣の定着に取り組
みたいならば、「オリジナル体操の動画発信
が無い市町に助言を行いました」であるべき
で、「地域連携部の予算で屋上屋をつくりま
した」であるべきでは無かった。

④

オリジナル体操の動画は、市町における介護
予防の取組の一環として、主に高齢者を対象
としたものです。
一方、室内でもできる効果的な運動・スト
レッチの紹介動画は、新しい生活様式をふま
え、運動習慣の定着等につなげるため、子ど
もから高齢者まで世代に応じた運動やスト
レッチを紹介するものとなっています。

12

三重県は「子どもたちが運動・スポーツをす
ることの大切さについて、保護者・家庭が認
識し、実践できるような取組が必要です」な
どという，高尚な目標を掲げても良い状況下
には無い。三重県が掲げるべきは、「スポー
ツの競技力が如何なる状況下にあろうとも、
人間の命は何よりも大切で、全ての人間に不
断の努力が必要です。」である。さらに、そ
れだけでなく、「・その不断の努力は、保護
者、競技者、指導者、県内行政機関の公務
員、県内競技団体の関係者に、認識させ、実
践させるように、取組が必要です。」であ
る。

③

人口減少・少子高齢化の進展や新型コロナウ
イルス感染症の拡大など、近年の状況下にお
ける課題解決の一つとして、県民の皆さんの
スポーツにふれ親しむ環境づくりやスポーツ
を通じた自己実現、競技力の向上などの取組
が求められています。
このため、県民の皆さんや関係者に協力いた
だきながら、実践できるような取組が必要と
考えています。

本計画は、県の総合計画である「強じんな美
し国ビジョンみえ」「みえ元気プラン」に基
づき、県におけるスポーツに関する施策を総
合的に取りまとめた計画であり、災害等緊急
時の対応は当計画では割愛しています。

11

部活動の地域移行は、いかに競技力につなげ
ていくかにだけしか議論が割かれなかったた
め、三重県内の教職員のメンタル疾患率は、
全国平均よりも悪いままで改善されていな
い。それにもかかわらず、教職員の離職や自
殺を如何に防止するか、及び、離職者や退職
者の無業者を救済するか、という観点を三重
県は欠き続けた。ゆえに、三重県における最
大の課題は、「・教職員の離職者を減らし、
かつ，非高齢の復帰者を増やし、円満退職の
前期高齢者を関係者に変えていく必要があり
ます。」である。そこに、競技力の巧拙を問
うている時点で、教育機関としてだけでな
く、単純かつ顕著に、労働環境としても、極
めてゆがんでいる。三重県は、県として、教
職員や元教職員の自殺者を数多く多発させて
いるにもかかわらず、何の反省も見られな
い。

④

国が令和４年12月に公表した「学校部活動及
び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する
総合的なガイドライン」では、技能の向上だ
けでなく、生徒のニーズに応じた活動ができ
るよう環境を整備することとされています。
部活動の地域連携・地域移行にあたっては、
引き続き、教職員の働き方改革の観点もふま
えつつ、将来にわたり子どもたちがスポーツ
に継続して親しむことができる機会の確保に
向けて検討を進めてまいります。

3 



頁 施策
NO

該当箇所
意見の概要

対応
区分 ご意見に対する考え方

14 10
第３章
推進施策２
【第２次推進計画】

「総合型地域スポーツクラブの知名度向上」
を正当化の理由に充て、完全に同格のチーム
に対しての中立公正性を欠き、特定のチーム
に肩入れをして、さらには自己正当化までし
続けた、三重県戦略企画部広聴広報課に対し
ては、三重県民として、極めて強く明確に何
度でも抗議する。

④

10
第３章
推進施策２
【第２次推進計画】

25
26

第５章
推進施策１（３）
生涯を通じたス
ポーツ機会の充
実と健康づくり
の推進

17 11
第３章
推進施策３
【第２次推進計画】

各競技団体の抱える課題としては、指導者や
スタッフの人権感覚不足があったため、「指
導者やスタッフが暴力や自殺の防止に取り組
むよう効果的な支援をする必要があります」
を主な課題とされたい。

④

18 11
第３章
推進施策３
【第２次推進計画】

三重県が、「ジュニア・少年選手、成年選
手、指導者といったターゲットごとに、計画
的かつ戦略的に支援」してきたにもかかわら
ず、命を大事にすることについて何の記載も
無いのか。

④

各競技において、科学的根拠に基づいた指導
法や指導者のスポーツ・インテグリティの確
保など、指導者の資質向上が求められてお
り、引き続き、研修等に取り組むこととして
います。

各競技において、科学的根拠に基づいた指導
法や指導者のスポーツ・インテグリティの確
保など、指導者の資質向上が求められてお
り、引き続き、研修等に取り組むこととして
います。

19 12
第３章
推進施策４
【第２次推進計画】

東京五輪では、ミライトワのみならずソメイ
ティのほうでも元役員が裏金を受領していた
ことが裁判で明らかとなっており、スポーツ
は，障がい者スポーツにおいても、汚職が絡
んでくることが明らかとなっている。確かに
関心は高まったが、良い意味では無かった。

④

本計画では、三重とこわか大会に向けた取組
や東京2020パラリンピック競技大会の開催に
よる障がい者スポーツへの関心の高まりを好
機と捉え、障がい者スポーツの裾野の拡大に
取り組んでいくこととしています。

16 10
第３章
推進施策２
【第２次推進計画】

三重県地域連携部が男女別での運動・スポー
ツ実施率を公表するたび、前三重県知事がそ
のデータに基づかずに、医療保健部のデータ
だけで女性の健康寿命ランキングが三重県の
女性の運動などの努力の賜物と述べてしまっ
たことが想起されてしまう。ゆえに、遺族本
人その人として、三重県地域連携部、並び
に、三重県医療保健部に対して、極めて強い
明確な抗議を何度でも絶対に行う。男女別運
動実施率、及び、男女別健康寿命について
は、三重県知事が片方のデータしか参照して
いないと見做される知事答弁を述べた瞬間に
必ず絶対に抗議する。前三重県知事の口が
滑ってきたことが、三重県政史上で最大の課
題であった。遺族本人その人として前三重県
知事の失態を評価しないから、推進施策２に
は憎悪と蔑視以外の感情は無い。

④

新型コロナウイルス感染症の影響下にあっ
て、幅広い年齢層で体力低下傾向がある中、
スポーツを通じた体力の維持向上や健康増進
につながる取組が必要です。
このため、本計画では、推進施策１（３）に
おいて、生涯を通じたスポーツ機会の充実と
健康づくりの推進に取り組んでいくこととし
ています。
なお、健康寿命は、男女により傾向が異なる
ことから、基礎的情報として把握していま
す。

国のスポーツ基本計画では、総合型地域ス
ポーツクラブには地域スポーツの担い手や地
域コミュニティの核としての役割があるとし
ており、引き続き、総合型地域スポーツクラ
ブの質的充実に向けて取り組んでまいりま
す。

15

「働く世代・子育て世代」という語彙は、
「強じんな美し国ビジョンみえ」及び「みえ
元気プラン」に基づくならば、一切使用して
はならない。失業者や無業者に対しての官製
差別が明文化されることになり、かつ、50歳
時未婚率の上昇に対応できていないことも明
文化されてしまうからだ。その代替として、
「成人・非高齢世代」とするだけで、官製差
別なしに実態把握できるため十分である。

④

「働く世代・子育て世代」という表現は、
「みえ元気プラン」でも使用しており、本計
画では、スポーツに参画する機会の拡充に取
り組むにあたり、「運動・スポーツ実施率」
が低い働く世代・子育て世代・女性をター
ゲットとして表記しています。
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頁 施策
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該当箇所
意見の概要

対応
区分 ご意見に対する考え方

20 13
第３章
推進施策５
【第２次推進計画】

三重とこわか国体・三重とこわか大会は開催
されていないため、「開催競技」ではなく
「開催予定だった競技」である。

①

14
第３章
推進施策６
【第２次推進計画】

45

第５章
推進施策３（２）
安全・快適なス
ポーツ環境の提
供

16
第４章
計画のめざす姿

25
26

第５章
推進施策１（３）
生涯を通じたス
ポーツ機会の充
実と健康づくり
の推進

21
22

第５章
推進施策１（１）
子どもたちが運
動・スポーツを
楽しむための取
組の拡充

23
24

第５章
推進施策１（２）
これからの学校
スポーツと地域
移行

部活動の地域連携・地域移行を円滑に進める
ためには、市町の協議会等において、学校教
育担当課やスポーツ担当課等が連携し、取り
組んでいく必要があります。そのため、本県
では、令和４年１月からは、定期的に市町教
育委員会と協議・情報交換を行う場等を設け
て、円滑に部活動の地域連携・地域移行が進
むよう協働して取り組んでいるところです。
引き続き、国が令和４年１２月に公表した
「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在
り方等に関する総合的なガイドライン」や地
域の実情をふまえつつ、地域連携・地域移行
が進むよう検討してまいります。
また、地域クラブ活動での指導を希望する教
師等の兼職兼業の許可に係る運用について
は、令和５年１月に国により通知された「公
立学校の教師等が地域クラブ活動に従事する
場合の兼職兼業について（手引き）」の考え
方をふまえ、他県の状況も確認しながら検討
し、市町教育委員会とも情報共有します。

24 23

第５章
推進施策１（２）
これからの学校
スポーツと地域
移行

中学校における休日の部活動の地域移行に関
して、市町の学校教育担当課とスポーツ担当
課の役割や住み分け、地域移行するにあたっ
ての流れや各担当で留意すること等、具体例
等を示していただき、円滑に事業をすすめら
れるようにしていただきたい。また、教職員
の働き方改革を発端とするものであるので、
労働時間等の安全衛生管理について、地域移
行後に、地域の指導員となった場合の労働時
間の管理はどのようになるのか整理をし、お
示しいただきたい。

③

23

三重県が推進施策１で掲げるべき目標は、
「三重県いじめ防止条例で定められた強化月
間の期間に桃色を着用したスポーツ指導者の
割合」で、目標値はもちろん100%以外には無
い。目標変更を行わないようならば、三重県
は児童生徒の自殺幇助団体に過ぎず、もはや
存在するべきでは無い。また、この意見の隠
蔽・忖度・改竄も認めない。

④

本計画では、三重県スポーツ推進審議会等に
おける意見をふまえ、推進施策の取組ごとの
達成状況を客観的に把握・評価できるKPI（重
要業績評価指標）を設定しています。

22

三重県が、スポーツの計画に「健康志向」や
「健康寿命」という文言を入れるならば、遺
族本人その人として、三重県地域連携部並び
に三重県医療保健部に対して、極めて強く明
確に何度でも抗議する。絶対に必ず削除され
たい。

④

国のスポーツ基本法では、「スポーツは、心
身の健康の保持増進にも重要な役割を果たす
ものであり、健康で活力に満ちた長寿社会の
実現に不可欠」と規定されており、また、
「国民の健康の増進の総合的な推進を図るた
めの基本的な方針」においても、「運動に関
する生活習慣の改善が重要」と規定されてい
ます。
このため、推進施策１（３）において、生涯
を通じたスポーツ機会の充実と健康づくりの
推進に取り組んでいくこととしています。

三重とこわか国体・三重とこわか大会で「予
定されていた実施競技」と文言を修正しまし
た。

21

三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢は、インター
ハイで整備されただけでなく、三重とこわか
国体・三重とこわか大会の準備のためにもさ
らにまた整備された。しかしながら、三重交
通Ｇ スポーツの杜 鈴鹿は、微調整レベルの
整備しか為されておらず、三重県民には、三
重県行政に対する不信と不安だけが積み重
なった。鈴鹿は結果として利用者数の回復に
なったが、それは、整備によるものでなく
て、抜群の知名度を誇る元日本代表選手の活
躍によるものであった。

③

県営スポーツ施設の整備や改修・修繕につい
ては、計画的に進めており、引き続き、施設
機能の維持・向上や老朽化への対応を図り、
安全・快適に利用できる環境を整備してまい
ります。
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26 52
第６章
計画の推進体制

スポーツ関係団体等の「等」とは何か。なぜ
「等」などとぼやかす必要があったか。

④
スポーツ関係団体等の「等」は、本計画の推
進にあたって、連携が想定される企業や学校
などをさしています。

25 23

第５章
推進施策１（２）
これからの学校
スポーツと地域
移行

中学校における休日部活動の地域移行はしなく
ていい。
外国では課外活動は専任のコーチが来て行うと
ある。運動部の公認のコーチを用意し、無料の
練習時間を設け、週に５時間土曜日、あとは放
課後クラブにしたらよい（月2,000円程度（土
曜日の分は引く）。放課後はどちらも参加する
必要はない。週１日でも本格的な練習内容でし
んどいメニューはかわらない。朝練は土曜日く
らいならできる。放課後すると人は疲れが取れ
ないんで眠く、安全に自主練ならとならないよ
う授業ならやめとく。
中学校における休日の部活動から段階的な地域
移行が求められているというわけではない。
総合型地域スポーツクラブは部活動の地域移行
に対応しなくてよい。
中学校における休日の部活動の円滑な地域移行
を支援することにはならない。
市町における地域移行が円滑に図られるよう、
支援しますというわけではない。

④

少子化が進展する中で、学校部活動を従前と
同様の体制で運営することが難しくなってき
ており、学校や地域によっては存続が厳しい
状況にあります。そのため、教職員の働き方
改革の観点もふまえつつ、将来にわたり子ど
もたちがスポーツに継続して親しむことがで
きる機会の確保に向けて検討を進めていくこ
とが求められています。
また、国が令和４年12月に公表した「学校部
活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に
関する総合的なガイドライン」では、地域連
携・地域移行にかかる運営団体・実施主体と
して、総合型地域スポーツクラブやスポーツ
少年団、体育・スポーツ協会、競技団体、ク
ラブチーム、民間事業者などが想定されてい
ます。
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